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【手続補正書】
【提出日】令和3年11月18日(2021.11.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　入球口への入球に基づいて判定処理を行う遊技制御手段を実装する遊技制御基板を備え
る遊技機において、
　前記遊技制御基板は、
　　前記判定処理で大当たりと判定される確率に対応する設定値を表示可能な表示手段と
、
　　操作に基づいて設定変更モードに移行させることが可能な移行操作手段と、を備え、
　前記遊技制御手段は、
　　前記設定変更モードに設定されているときに、ドライバを駆動させることで、前記表
示手段にて前記設定値を表示させることが可能であり、
　前記ドライバは、前記表示手段の内部に組み込まれていることを特徴とする遊技機。
【請求項２】
　請求項１に記載の遊技機において、
　前記遊技制御手段は、シリアル通信によって前記ドライバを駆動させて、前記表示手段
にて前記設定値を表示させることが可能であることを特徴とする遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　本発明の遊技機は、
　入球口への入球に基づいて判定処理を行う遊技制御手段を実装する遊技制御基板を備え
る遊技機において、
　前記遊技制御基板は、
　　前記判定処理で大当たりと判定される確率に対応する設定値を表示可能な表示手段と
、
　　操作に基づいて設定変更モードに移行させることが可能な移行操作手段と、を備え、
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　前記遊技制御手段は、
　　前記設定変更モードに設定されているときに、ドライバを駆動させることで、前記表
示手段にて前記設定値を表示させることが可能であり、
　前記ドライバは、前記表示手段の内部に組み込まれていることを特徴とする遊技機であ
る。
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